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弗珂川産稚仔アユ流下量調査
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1　はじめに

本調査は昭和45～44年度の「海産稚アユ甜苗化」事業の一項として上郡珂川産稗仔アユの流下

量を推定する目的で行浸った。

報告に先だち調査に協力下さった場員の方々に感謝します0

2　河川の概況とアユ漁獲量

図－1に那珂川水系の略図を示した。当河川は潮汐の影響を受け，感潮部は約22k血流に達する。

河口より約5〇km上流地点（野口）の平均流量は昭和45年10～12月で82・19ナガ／BeC～　44

年同期で8占．05〝㌔／See（建設局太田工事事務所測定）である。

アユの主産卵床は河口より約28′〉40Kmの範囲昭形成される。

アユの漁獲量は那珂川と諸川で昭利59年一占8トン，40年一72トン．41年－70トン，4

2年－88トン，45年一99トン（関東農政局茨城統計調査事務所調べ）で，産卵床付近の漁獲が

90釘以上を占める。個沼川は年間100時前後でアユの漁獲は少ない。稚魚放流は茨城県で毎年5

～4万尾を放流している0

5　調査方法

45年十採集地点は河口から約40随上流の橋（千代棟）で行なった。同地点は川巾が約150m

あり，橋より上流が流れ測，橋から20～50m下流より瀬となっている0橋桁は水中に12本あり

橋桁間の水深は北側よ＿り最深部で120，100，200，558，550，250，240，17

口，150．70．50亡¶（45年12月18日測定）で，北側から4～5橋桁問の流疎は他より早

く，曙乱状態の流れを示す。採集は4～5（A点），占～7（軋点），・7～8橋桁間（C点）の5点

で行売った。ネットはNGG58（安倍他　一88の報告を参考にした）のプランクトンネットを用い

図－2のように取付けた。A点の網口には野水計を取付け．採集、中のA，二B．C点の流速を計

測し，炉水屋を算出した。流速計は4型T・F．電気式流速計を用い，18回のブザーの鳴る時間か

ら流速を算出した。流量は採集地点から10Km上流の野口の太田工事事務所の測定値を用いた。

採集物は18感ホルマリンで国定し，稚魚・卵を計数した0

その他，A点では採集毎の水温を測定した。

採集日数は義一1に示した。

44年一採集地点は河口‾よカ約2．5随上流で行をっ允。同地点の川巾は約220mあり，南岸は浅



－42－

図1那珂川水系略図と調査地点

瀬で干潮時に川底が少々露出

する。満潮時の水深は川の中

央部で27m．北岸から50～

4D明距崖で最も深く5．5椚

北岩は5仇である。採集は舟

（船外機動力）の舟尾端に前

年と同型のプランクトンネッ

トを結び，両岸間の往復（片

道200肌）曳網を行をっせ。

ネット結納口下の錘を調節し

徒は水面下10～20mに，

復は1．5～2．5mに沈する上

うに曳網した。網口には炉水

計を取付け，その回転数と無

網時の回転数から炉水量を貸

出しせ。

採集は1～2時間間隔で行

なレ，採集物は上層・下層別

に10瘍ホルマリンで固定し

吉十赦し七〇

その他採集時の水位，流速

水温，塩素量を乱定しを。水

温，塩素量は東邦電探EE製

電導亜計を用いそ。

採集日時は義一1に示しセ。

図2　採　集　模　式　図
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表　一1　採集日　時　と採集尾数及び卵数

採　 集　 年　 月　 日 採　 集　 時　 刻 採 集 点 ×回 数 採 集 尾 数

l　　 採　　 集　　　 卵　　　 数

発 眼 卵 胚 体卵 某胚体卵 死　 卵 卵　 計

1 4 5年 1 0 月　 5 日～　 4 日 1 7 時 5 5 分～　 5 時 4 5 升 5　 ×　　 8 1 7 7 占 1 8 9 4 0

2 〝　　 1 1　 ～ 1 2 1 5 ．4 2　 ～　　 5 ．5　0 5　×　 1 0 5 5 0 2 5 1 0 1 8 1 9 8
5 司

5 〝　　 1 4　　～ 1 5 1 7 ．5 0　 ～　 5 ．0　0 5　×　　 8 5 8 2 2 5 4 7 4 5
1 1 ㌢て

4 1 8　 ～ 1 9 1 1 ．2　0　 ～　　 9 ．0　0 5　×　 1 4 7 5 2 1 8 1 7 9 0 1 5 占

5 2 1　 一） 2 2 2 1 ．4 0　 ～　 5 ．5　D 5　 X　　 d 8 1 7 1 5 1 1 2 2

‘ 〟　 2 8　 ～ 2 9　　　l 2　D ．4　5　 ～　　 占 ．0　0 5　 X　　 7 1 7 9 4 1 1 1 4 2 0

7 1 1 ．　 4　 ～　 5 1 8 ．4　0　 ～　　 占 ．0　0 5　×　　 8 1 7 8 5 1 9 1 5

8 〟　　 1 1　 ～ 1 2 1 8 ．5　0　 ～　　 5 ．5　0 S　 X　　 8 1 4 4 5 5

9 〝　　 2 1　 一） 2 2 9 ．5 0　 一一　　 7 ．2　0 5　 ×　 1 5 1 1 0

1 1 0 〝　　　 2 7　　へ＿2 8 2　0 ．1 口　 ～　　 5 ．4 〔】 5　×　　 7 5 7
∃

∃
0

1 1 1 1 2 ． 1 8　 ・・、 1 9 2 1 ．0　0　 ′、＿　　 占 ．5 8 5　 ×　　 7 0

l
0

1 2 l【4 4 ．1 0 ． 2 8 1 1 ．0　9　 ′、－1 8 ．5 1 2　 ×　　 る 1．2 5 2 D

1 5 〝　　　 5 8　 へ．5 1 1 8 ．5 0　 ⊥｝　　 8 ．2　0 2　 ×　 1 5 1，4 8 （） 0

1 4 1 1 ．　 8 1 8 ．1 2　 ～ 2　8 ．5　8 2　 ×　　 8 ゑ4 4 8 0

1 5 〝　　 1 1 1 0 ．5　9　 ～　 2　5 ．4　4 2　 ×　　 9 4．D 1 9 】　 0

1 8 〝　　　 2 0　　～　 2 1 9 ．5　5　 へノ　 2 ．4　5 2　×　 1 0 d 1 9 D F

1 7 1 2 ．　 9　 ～ 1 0 1 4 ．2 1　 へ一　　0 ．5　0 2　 ×　　 5 4 7 5 0

l 1 8 1 8 1 ° ．0　5　 － 2 0 ．2 5 2　 ×　　 5 8 2

】
0
1

J 1 9 ！ 2 4　　　　　 」1 0 ．5　4　 ′、ノ1 0 ．4　0 2 × 1　　　 ⊥ 8　至
l

十 ¶ 可

1
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4　調査結果

45年一アユ仔魚流下量の時刻変化をみるキめ10月18～19日．11月11～12日に行なっ

ヤー昼夜採集の結果（図－5）．夜間の流下が多く，特に21～8時の間は前者で全体の80・ム感，

後者で81．9廃を占めを。

21～8時の閲の1綱平均採集尾数を図一4に示し，流下量の時季的変化をみそ。調査開始時には

すでに流下があわ，流下指数は10月11～12日の最高に：10月28～29日，11月4～5日，

11月11～12日の順に多かった。ここで10月11～12日の流下尾数が多レ宜こもかかわらずそ

の前後は非常に少なくなっている。

20　　　　　　　　0

図5　45年流下量の時刻変化（1網平均採集局数）

5　時　間

√



14　5－

J

J

10　　20　　30　　10　　20　　30　10　　20　　30的′

図4　45年．流下量の時季的変化
（21－d時の1網平均採集尾教）

挽集仔アユの全長組成を図－5に示した。全長組成は全採集日をつうじ4．4～Z dmの範囲にあり

山はム4Ⅶにある○　しかし平均値からもわかるエうに，10月上旬～10月中旬にかけ．1巨た10月

下旬～11月下旬にかけ大型の割合が多く太る幌向をみせている。

21～4時の流下量の算出は

流　量（扉／BeC）

炉水侵（ガ／see）

9時間
X S□分間の1網平均採集尾数　×　18（　　）

50外

で求め々。ここで，流愚は野口の旅篭が1日中変化し貴いとし々。河水旨は流速時の有網・無綱時の

回転数を計測し，両者時ともに回転数と流速を直線的な比例関係とみなし図一占の一次式を求め，A

・B・C点の流速に対する各々の回転数から5点の平均炉水量を算出した。計算結果は71占万尾と

たり（図一7），同時刻内の流下竜を全体の約80偏として調査朗間中の総流下量は約900万尾と

なる。流下卵は死卵を除き約244万個である。
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4　4年一図－8に

1時間あせりの流下

竜を示し舟。流‾卜の

ピークは17へ一2　5

時にあり，引潮時と

一致する。これは他

の調査日も同様であ

る。10月S D～5

1日の引潮時の流下

量は全体の占77感

に夜る。

調査日ごとの引潮

時の流下畳を算出し

図一9に示しセD調

査を開始しセ：10月

28日にはすでに流

下があわ，11月中

旬とほぼ同量を示し

ている。調査は12

月19日で打切った

が官だ少量の流下が

認められた。

全長組成は図－1

0に示しキ。山は

占．2～ユD闇汁こある。

採集地点が河口域の

ため，1D～2　□仰

のアユ．カタクチイ

ワシ，それにイワシ

の稚魚が少電探集され々。

流下量の算出は

1秒間の流下昔　二　一

40

30

20

10

70　　　　　　　ⅣHn

図5　全長組成図（45年）

×　1秒間の採集尾数
流　量（7㌦／8eC）

炉水場（7ガ／SeC）



一4　7－

J

、J

ここで流量は野Uの流量が海

に流出するものとし，「司地点の

流竜を用いた。炉水量は曳網速

定時の飯綱の回転数（号799

回転／Sec）と有網の回転数の

比から貸出した。次の採集時の

1秒間の流下貴との間は直線的

に変化するものとし算出したの

が図－9である。これから調査

期間中の引潮時の流下音は5億

六782万尾となる。また引潮時

は全体の877偏とすると調査

期間中の紆流下貫は，4億

2，275尾と推定される。
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30　　　　　40　　　　　50

虎：＋　‥粛

図る　無網・有網の野水計回転数と流速

10　　　20　　　30

1D月

10　　20　　30　10　　20血′

11月　　　　　　　　　　　　　I2月

図7　45年，沈下量

5　考　　　察

昭和45年の場合

調香地点より下流に

4肋範囲の産卵床が

事前調査で認められ

た。

調査開始時にはす

でに流下があるが，

同河川の産卵は9月

20日以降であり，

ふ化に用する日数が

150　Cで17～1

8日（松原占5）で

あるところから，調

査前に多貴の流下は

夜かっキと推察され
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20　　　　　　　　0

図8　44年，沈下量の時刻変化
（1時間の流下量）

20　　　30　　10　　　わ　　　恥　　16　　　20

図9　44年，流下量の時季的変化
（夜間の引潮時の流下量）

鱒わ

る。

卵の流下は45年の場合多数

あるが44年には1個も採集さ

れ売かっそ。これは産卵床付近

の流れの早いところで卵は流下

されるが，流れの緩慢をところ

では沈着し，ふ化すると思われ

る0

以上から卵の流下量も加え

45年の総沈下量は1億1．4DO

二万尾以上と推定する。

44年の場合，潮汐の影邸で

重複採集が懸念される。

調査日間の重複一仔アユの全

長組成から，10月28日～

11月1D「まで大型に移行して

いるがその差は口．4mであり，

′、
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逆に11月2　ロ日

～12月18日に

かけては小型に移

行している∩　また

8m以上のアユを

除きほほ全数が卵

黄を棒ち，5～4

日で吸収されるJ

（松原d S）こと

から考え．調査日

間の採集の重複は

浸かったと推察さ

れる0

調査日内の重複

－カタクチシラス

充どの採集から仔

アユが臼内に錮・杏

地点を上下する可

能性があるので，

逆流のをい傲流時

をとれば重複は避

けられる。しかし

上層部は河川水で

覆われていること

逆流時の採補が少

をhことから適流

される量は夜山と

も考えられるので

目内の流下竜は傾

80　　　　m－n

図10　44年．全長組成図

流時の畳とこれに逆流時の量を加えた量の間にあるとした方が妥当と考える。ここで順流は，吉川・

松岡（55）が利根川河口の銚子で実測した結果と図－11から．満潮時から1時間後に始まれ　干

潮時から2時間後とした。結果の頃で記述した引潮時は順流にあたる。

以上から44年の調査期間中の流下量は約5佑7千万～4億2千万尾で，総流下竜はこれを上回る
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と推察される0

図114時11月11日の上層・下層の塩素竜

る　要　　　約

那珂川の稚仔アユ流下量を推定する々め・昭和45年10月5日～12月19日に河口から約40

伽上流で11臥44年10月28日～12月24日に河口から2・5肋上流で8回の調査を行なっそ0

45年の総統下意は1倍1．400万尾以上44年は調査細間中に5億7千万～4億2万尾で総流

下量はこれを上回ると推定した0
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